
現在開発中の人血清アルブミンく遺伝子組換えI製剤の概要 2007年9月現在

予定される効能.効果 予定診療分野 予定使用対象く血液製剤の使用指針よりl

低アルブミン血症
-アルブミンの喪失
く熟傷.ネフローゼ症候
群などl

.アルブミン合成低下
く肝硬変症などフ

出血性シヨツク

1.内科

く消化器.

泌尿器,

腎臓等1

2.外科

く消化器.

胸部
移植等1

3.救急.

形成一

麻酔科

1 ,肝硬変に伴う難治性腹水

2.難治性の浮腫.肺水腫を伴うネフローゼ
症候群

3.循環動態が不安定な血液透析等の体外
循環施行時

4.凝固因子の補充を必要としない治療的
血渠交換療法

5.低蛋白血症に起因する肺水腫あるいは
著明な浮腫が認められる場合

6.循環血渠量の著明な減少を伴う急性障炎
など

7,人工心肺を使用するILl臓手術

8.出血性ショック等

9.重症熟傷

申講製剤1. 5%250mL. 25%50mL 轟
華
CA3
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